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1．計画概要

1-1.計画の目的

町民保養センター内に整備する情報コーナーは今後登録を目指す道の駅の機能の一つ「情報発信

機能」としての役割も果たす。

従来は、このようなスペースによる情報発信や PRについては、紙媒体が主流であったが、デジタルコ

ンテンツによる情報発信能力の強化を推進する。

本計画では、令和 6 年秋の町民保養センターリニューアルオープン、月形町の道の駅開業に合わせ

て、新たなデジタルコンテンツづくり、道の駅に必要な情報コーナーの整備の調査、企画立案、実施設

計を行った。

1-2.計画の内容

1）道の駅等情報コーナーの整備計画

道の駅施設整備における情報コーナーの条件を整理し、来訪者へ効果的に情報発信を行うために

必要な整備計画を行った。

2）情報コンテンツの企画立案

情報発信の内容や情報発信媒体を検討した。

3）素材収集（静止画・動画など）

月形町でこれまでに収集・作成された素材を有効に活用することを視野に入れ素材を収集整理した。

4）デジタルサイネージ機器の選定及び導入

（1）道の駅等情報コーナーの整備計画に基づき、導入に適したデジタルサイネージ機器を検討した。

5）インフォメーション機能の強化（サイン整備及び多言語標記の検討等）

道の駅開業に伴い、多様な来訪者と道の駅の機能に即したサイン整備や多言語標記の在り方を検

討した。
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2．道の駅等情報コーナーの整備計画

2-1.道の駅の情報コーナー位置

対象となる情報コーナーは、道の駅エントランス入って左側の売店に隣接した一角である。

2-2.情報コーナーの設備・情報発信

情報コーナーの西側の壁面に沿って棚が設置され、来訪者の動線は、エントランスから温泉へのアク

セスと売店利用の際、必ず通過する。また、視線はレストランと対角に位置している。情報コーナーの開

口部は 2.6m となっており、開口部奥に最も視線が集まるため、この西側の壁面をメインに情報発信行

い、開口部の視認性の最も良い場所にデジタルサイネージ（モニター）を設置し、来訪者に訴求する内

容を発信することが望ましい。

●情報コーナーの広さ

［面積］

約 5.5m×約 2.5m 約 13.75 平方ｍ

［壁面高さ］

約 3ｍ
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3．情報コンテンツの企画立案

3-1.情報コーナーの位置づけと求められる機能

道の駅での情報発信は、道の駅に求められる機能を満たした上で内容を充実させていく必要

がある。道の駅で求められる情報発信として、国土交通省では、以下の 3つ、

・道路情報

・地域の観光情報

・緊急医療情報

を求めている。

出典）「道の駅について」国土交通省,平成 25 年 9 月

https://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/index.html

●情報コーナーの位置 動線

視線

視認性高
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このうち、本業務の対象となる情報コーナーでは、「地域の観光情報」の発信を重点的に行う

場所として位置づけられる。

地域の観光情報の発信を、来訪者へ積極的に行うことで、月形町観光まちづくり基本構想にま

とめられた観光まちづくりの課題として挙げられた 5つの項目のうち、特に、

(1)豊富な地域資源を活かす仕掛けが必要（観光振興の推進力）

(2)月形町民の意識を上げて魅力を発信

に対しての取り組みの一つとなると考えられる。

3-2.情報コンテンツの制作方針の検討

［動画コンテンツの特徴］

情報コーナーの中で、最も視認性が高い場所では、道の駅に立ち寄った来訪者へ月形町の魅力を

伝えることで、町内の周遊や再訪の促進や地域の特産品への興味関心を喚起するため、利用する情

報発信媒体は、デジタルサイネージを利用した動画による情報発信が最も効果的と考えられる。

情報コーナーに設置するサイネージでは、月形町の観光をテーマにした PR 動画を発信する。

動画は、興味を持って足を止める短時間の間に飽きさせず完結すること、ＳＮＳでの動画視聴に

慣れた視聴者を意識し、一編 5分以下の動画を複数準備することが望ましい。

PR 動画コンテンツは、道の駅オープン時の新たな来訪者を意識した月形町の観光キラーコン

テンツを中心とし、再訪を促すあまり知られていない地域ならではのコンテンツなどバラエテ

ィーに富む内容。

オープン後は、再訪者を含めたキラーコンテンツから一歩踏み入れた内容も取り入れるなど、道

の駅のオープン、及び季節を踏まえ下記のように段階的な形での発信を想定する。

【情報コーナーの情報発信の目的・効果】

・地域の主要観光施設や特産品、イベント等を来訪者に知ってもらい訪問・購買につなげる。

・町内の周遊・滞在時間の延長を促す。

・月形町への再訪を促す。

・町民も身近な観光資源や魅力を再認識する。

［動画コンテンツの利点］

●短時間で多くの情報量を伝えることができる。

●視覚聴覚の両方より、抽象的な情報を伝えたり、イメージやブランディングを行いやすい。

●対象とする言語や年齢の幅が広い。

●情報の改定、即時的な内容についての情報発信が容易にできる。
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［動画コンテンツの制作方針］

●一編は 5分程度の短いもの

●道の駅の開業とそれ以降、季節による来訪者の興味関心に合わせた段階的な発信を想定す

る。

●再訪・周遊の促進を意識し、既存のキラーコンテンツと新たな視点での観光コンテンツを取り交ぜ

た飽きさせない内容



6

動画の展開イメージ
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4.素材収集（静止画・動画）

4-1.観光資源の整理

月形町の「つきがた観光まちづくりプラン」では、「皆楽公園エリア」、と「樺戸博物館エリア」

の観光客の回遊・滞在化・観光消費の拡大を掲げており、そのスタート拠点となる道の駅で、町

内の観光資源・特産品の紹介と月形町ブランディングを行う情報コンテンツを準備する。

情報コンテンツの企画にあたり、月形町の観光資源を収集整理した。

［既存観光資源］

自然・観光資源とは、「自然資源」及び「観光資源」を合わせた言葉であるが、自然資源は観

光資源の一部であることから、ここでは「観光資源」と同義で使用し、既存研究データ等を参考

に、次のような整理を行った。

観光資源の分類

月形町の観光資源の情報整理のソースは、現在観光資源として顕在化している観光コンテン

ツとして、インターネットと月形町で発行したパンフレットに掲載しているものを抽出した。

区分 項目 内容例

自然資源 ① 自然景観・環境 ・展望地 ・景勝地 ・動植物

人文資源 ②文化・歴史・アートなど ・寺社仏閣 ・史跡
・記念碑
・博物館

③景観 ・地域の景観（農村風景など）

④イベント ・地域の祭り・イベント

⑤観光レクリエーション施設 ・公園・スポーツ

⑥アクティビティ ・体験

⑦地域の特産 ・農産品 ・加工品

観光インフラ ⑧宿泊施設 ・ホテル・旅館・温泉

⑨情報施設 ・ビジターセンター
・観光案内
・資料館
・道の駅

⑩交通 ・鉄道 ・駅
・タクシー、レンタカーなど

⑪飲食施設 ・レストラン ・食堂

⑫物品販売施設 ・特産品・お土産等取扱店舗

⑬観光ガイド、通訳案内業等 ・ボランティアガイド
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月形町の観光コンテンツとして顕在化しているものは合計 50 だった。観光カテゴリーの中で、観光

コンテンツが抽出できなかったカテゴリーは①自然環境 ②観光ガイド通訳案内等だった（情報施設

は道の駅がその資源となる）

月形町の観光資源カテゴリー別件数

＜観光情報整理参考ソース＞

l 月形町 HP「観光情報」：http://www.town.tsukigata.hokkaido.jp/1007.htm 2023/11/21 情報

l JA 月形「農産品紹介」：https://www.hamanasu.to/ja-moon/nousanhin 2023/11/21 情報

l 食べログ「月形町」で検索：https://tabelog.com/hokkaido/C2023/1430/rstLst/ 2023/11/21 情報

l 月形まんまるマーケット月形町特産品 BOOK：パンフレット

l ちょっといい町月形町：パンフレット

分 類 カテゴリー 件数

自然資源 ①自然環境 0

人文資源 ②文化・歴史・アートなど 13

② 景観 0

④イベント 2

⑤観光レクリエーション施設 3

⑥アクティビティ 1

⑦地域の特産 18

観光インフラ

⑧宿泊施設 1

⑨情報施設 0

⑩交通 1

⑪飲食施設 9

⑫物品販売施設 2

⑬観光ガイド、通訳案内業等 0
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月形町の観光資源リスト

資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

自然資源 ①自然環境 該当なし

人
文
資
源

1

②文化・歴史・

アートなど

月形樺戸博物館
北海道樺戸郡月形

町 1219 番地

0126-53-

2399
通年

旧樺戸集治監本

庁舎博物館本館

月形町 HP

「観光情報」

2
彫刻家・本田明二ギャラ

リー（博物館別館）

北海道樺戸郡月形

町 1219 番地

0126-53-

2399
通年

月形町 HP

「観光情報」

3 篠津山囚人墓地
北海道樺戸郡月形

町南耕地１３１９

月形町役場企

画振興課商工

観光係

0126-53-

2322

春夏秋

樺戸集治監開監から廃監までの３９

年の間に獄死した１０４６名の内、１０２

２名が眠っています

月形町 HP

「観光情報」

4 月形スギ保護林

月形町役場企

画振興課商工

観光係

0126-53-

2322

春夏秋

明治２３年に樺戸集治監開庁 10周

年の記念植樹として囚人の手により約

６００本植栽されました。群生地として

は国内北限とされています。

月形町 HP

「観光情報」

5 歴代典獄記念碑 月形町赤川

月形町役場企

画振興課商工

観光係

0126-53-

2322

春夏秋

円山公園の中腹、スギ保護林の隣り

に樺戸集治監３９年間在籍していた８

代典獄の功績を永久に記念するため

に昭和３６年に建立しました。

月形町 HP

「観光情報」

6 月形潔の碑 月形町 1219 番地

月形町役場企

画振興課商工

観光係

0126-53-

2322

春夏秋

樺戸集治監初代典獄・月形潔の功績

を記念するために北漸寺の境内に明

治３９年に建設されました。現在は、

月形樺戸博物館本館前に設置されて

います。

月形町 HP

「観光情報」

7 北漸寺
北海道樺戸郡月形

町字旭町１

0126-53-

2474
春夏秋

明治 17年月形潔の援助のもと囚人

の労役によって仮御堂を建築、明治４

２年に本堂が建築されました

月形町 HP

「観光情報」
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資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

8 円福寺
北海道樺戸郡月形

町字市北 5

 0126-53-

2504

明治 20年に現在地に前身の中嶋布

教所を創設、明治２９年に本堂が囚

人の手によって建築されました。

月形町 HP

「観光情報」

9 監獄波止場跡
北海道樺戸郡月形

町新生
春夏秋

「ちょっとい

い町月形

町」

10

②文化・歴史・

アートなど

監獄かんがい溝 春夏秋

「ちょっとい

い町月形

町」

11 花山貯水池
海道樺戸郡月形町

北農場
春夏秋

「ちょっとい

い町月形

町」

12
峰延道路開削測量基準

点
春夏秋

「ちょっとい

い町月形

町」

13 水道遺跡 春夏秋

「ちょっとい

い町月形

町」

③景観 該当なし

14
④イベント

月形夏祭り

皆楽公園/多目的ア

リーナ駐車場/多目

的アリーナ

7月

15 ツキヴィ文化芸術祭 R5．11

16
⑤観光レクリエ

ーション施設
皆楽公園

樺戸郡月形町北農

場１

月形町振興公

社

0126-37-

2210

通年 アクティビティ有

水と緑が調和した自然公園。２７ha の広大

な敷地にキャンプ場、バーベキューコーナ

ーなどがあります。公園の周囲は約３km の

サイクリングロードとなり、貸自転車もご用意

しております。また、道内有数のヘラブナ釣

りスポットとして多くの釣り人が訪れます。

月形町 HP

「観光情報」



11

資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

17 円山公園
北海道樺戸郡月形

町 1219 番地

月形町役場企

画振興課商工

観光係

0126-53-

2325

通年

月形町にある自然公園です。公園内には

月形町を一望できる展望台や明治 23年

に樺戸集治監の囚人たちによって植えられ

た「日本北限の杉林」があります。 ほかに

も歴代典獄記念碑や幌延道路開削基準

点跡地があります。春には桜、秋には紅葉

が公園内を彩ります。

月形町 HP

「観光情報」

18 道民の森月形地区 樺戸郡月形町中野
0126-53-

2355
通年

道民の森は、水や緑があふれる自然の森

です。6 つの地区（神居尻・青山ダム・牧場

南・一番川・月形・青山中央）があり、それ

ぞれの地区で違った特徴を持っています。

６つの地区のうち５つが当別町にあり、唯一

月形町にある月形地区では、木工芸や陶

芸など、森の恵みを体験することをテーマ

に整備されました。親子で簡単な木工や、

粘土を使用したオリジナルのお皿作りなど

が体験できます。キャンプ場も併設してお

り、キャンプをしながら大自然に触れ合うこ

とができます。

月形町 HP

「観光情報」

19 ⑥アクティビティ 皆楽公園
樺戸郡月形町北農

場１

月形町振興公

社 0126-37-

2110

通年

サイクリングロー

ド、貸しボート、パ

ークゴルフ場、レ

ンタサイクル

（MTB)

月形町 HP

「観光情報

20 ⑦地域の特産 乾燥野菜

製造：サトニクラ

ス 0126-35-

1235

通年

花の里つきがた

（夏季限定営業）、

エーコープ月形、

月形温泉ゆりかご

月形町 HP

「観光情報」
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資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

21 手造りお味噌

製造：サトニクラ

ス 0126-35-

1235

通年

花の里つきがた

（夏季限定営業）、

エーコープ月形、

月形温泉ゆりかご

泉ゆりかご

月形町 HP

「観光情報」

22 手造り漬物

製造：サトニクラ

ス 0126-35-

1235

通年

花の里つきがた

（夏季限定営業）、

エーコープ月形、

月形温泉ゆりかご

月形町 HP

「観光情報」

23 まんまる納豆

製造：雪の聖母

園 0126-53-

2417

通年

エーコープ月形、

コミュニティショッ

プ マンマルー

ナ、月形温泉ゆり

かご

月形町 HP

「観光情報」

24 味付けラム 樺戸郡月形町市北 5

肉のさかい

0126-53-

2459

通年

 ラム肉はレック、ロールを使用していま

す。羊肉の臭みが少なくあっさりとした

味です。

月形町 HP

「観光情報」

25 味付け厚切りラム 月形町市北 5

肉のさかい

0126-53-

2459

通年

ラムレックを 1cm の厚さにスライスし、

角切りにしています。タレに長時間漬

けると驚くほど柔らかくなります。

月形町 HP

「観光情報」

26 北海カンロ 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

5 月上旬

～9月中

旬

おいしさ、たわわに、実りの大地。つき

がた自慢の風味と香り

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

27  北の女王 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

6 月中旬

～9月中

旬

おいしさ、たわわに、実りの大地。つき

 がた自慢の風味と香り。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

28  月雫 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

6 月中旬

～9月中

旬

さわやかな甘さ、芳醇な香り、思い切り

夏を感じるこの味覚。いま、北の大地

からお届けします。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形
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資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

29

⑦地域の特産

 ダイナマイトスイカ 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

6 月中旬

～8月中

旬

涼・感・鮮・味。北の大地から、爽やかな夏

の味便り。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

30  トマト 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

6 月下旬

～10 月

下旬

豊かな大自然で栽培されたトマトはすっきり

とした甘さと酸味のバランスの取れた、コク

のある食味です。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

31  ミニトマト 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

6 月下旬

～10 月

下旬

果実は高品質で甘く、皮も口に残らないお

いしいミニトマトです。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

32  虹ロマン 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

8 月上旬

～10 月

中旬

粘着性のカボチャで煮崩れしづらく、果肉

が厚くホクホクして甘く、保存性に優れたお

いしいカボチャです。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

33  北のこころ 月形町 1069 番

エーコープ月形

0126-37-

2121

8 月上旬

～10 月

中旬

収穫後、甘さが増し、ほこつき煮ても果皮と

果肉の分離が少なく、日持ちがよく、でんぷ

ん含量が高くホクホクした甘みの強いカボ

チャです。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

34 まんまるトマト 月形町北農場１

月形町振興公

社 0126-37-

2110

通年

月形町内の契約農家が作る月形町産完

熟トマト「桃太郎」を使用した果汁１００％ト

マトジュース。無塩・無添加で体にやさしい

ジュースです。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

35 萌木のパン 月形町赤川１

ベーカリー萌木

0126-53-

3181

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

36 樺戸豆腐 月形町市南 2

松田とうふ店

0126-53-

2527

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形
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資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

37 月形の花 春から秋頃まで

現在月形町では少量多品種として約 70

品目 350品種以上の切花を生産してお

り、全体の約 8割を占める個撰出荷体制

により実現しております。また、取扱品種数

が多種に亘るため、品質統一・安定出荷を

実現するため花き生産組合の部会制を導

入し規格統一を図っております。

月形町 HP

「観光情報」

/JA 月形

観
光
イ
ン
フ
ラ

38 ⑧宿泊施設 月形温泉ゆりかご 月形町 81-10

月形温泉ゆりか

ご

0126-37-

2188

日帰り入浴
月形町 HP

「観光情報」

⑨情報施設 道の駅

39 ⑩交通 はーとハイヤー

アオヤギ観光

0126-53-

2088

40

⑪飲食施設

ポポット 食べログ

41 レストハウス くうべぇ 食べログ

42 アートギャラリーポエム 食べログ

43 やきとりボーイ 月形店 食べログ

44 マンマルーナ 食べログ

45 えぞ藤 食べログ

46 ひなた屋 食べログ

47 ダイナーテラ 食べログ

48 ドライブイン 鶴八 食べログ
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資源カテゴリー 施設名 場所 連絡先 季節（旬） 補足 既存説明文 ソース

49
⑫物品販売施

設

水辺の家
月形町 HP

「観光情報」

50 エーコープ月形
樺戸郡月形町 1069

番地

0126-37-

2121

月形町 HP

「観光情報」

⑬観光ガイド、

通訳案内業等
該当なし
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［潜在観光資源］

月形町には、美しい自然環境や農業、自然、文化的な地域資源が存在し、そうした潜在的な観光

コンテンツを月形町観光まちづくり基本構想に基づき、観光資源として発掘・磨き、活用を積極

的に進めながら情報発信することも重要である。

現在、町内の観光資源として活用されている前項の表にあげられたものの他に、潜在的観光資源

として月形町の魅力を伝えるのにふさわしいコンテンツとしては以下の、

① 自然景観

② 農村景観

③ 花卉

④ 旧ＪＲ札沼線

⑤ アクティビティ

が考えられる。情報コーナーコンテンツでは、すでに知られる既存観光資源「月形町の観光キラ

ーコンテンツ」に加え、月形町の新たな魅力となる潜在観光資源を合わせた情報発信を行ってい

くことが望ましい。

4-2.素材収集

すでに月形町では、観光情報の発信を目的とした素材を所有している。既存の素材を活用し、動

画コンテンツを作成するため素材収集を行った。

【資料】町おこし協力隊撮影動画素材
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分類 フォルダ名称 ファイル 内容 備考

人文 ビデオ作品 kabatotsukigata 作品「空知の大地」 作品

イベント 夏祭り花火 3659 スマホ撮影花火縦動画 手持ち

3661 スマホ撮影花火縦動画 手持ち

農業景観 米作り①融雪 全て 雪解け時期の畑（5 カット） 手持ち

米作り②耕耘 全て 雪解け後の畑（3 カット） 手持ち

米作り③籾蒔き 全て ビニールハウス作業風景（6 カット） 手持ち

米作り④育苗ハウス ファイル無し

米作り⑤代掻き 全て 水田作業（農機あり）（7 カット） 手持ち

米作り⑥水田（代掻き

後）
ファイル無し

米作り⑦育苗ハウス 全て ビニールハウス作業風景（2 カット） 手持ち

米作り⑧水田（田植え

後）
全て 水田外観（4 カット） 手持ち

米作り⑨水田（育成①） 全て 苗の様子（2 カット） 手持ち

米作り⑩水田（育成②） 全て 苗の様子（1 カット） 手持ち

米作り⑪水田（育成③） 全て 苗の様子（3 カット） 手持ち

米作り⑫水田（稲刈り①） 全て 稲刈りの様子（農機あり）（5 カット） 手持ち

米作り⑬水田（稲刈り②） 全て 稲刈り後の作業風景（7 カット） 手持ち

米作り⑭稲刈り後 全て 稲刈り後の畑（2 カット） 手持ち

米作り⑮精米 全て 精米機械での作業スマホ縦動画 手持ち
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【資料】2018 年月形町 PR動画 素材一覧

フォルダ名称 ファイル 内容 備考

127 全て "秀岳荘アクティビティとワカサギ 127

623 0～24 囚人墓地 ログ撮影

623 25～29 池 ログ撮影

623 30～32 囚人墓地周辺風景 ログ撮影

624 0～5 皆楽公園赤い手すりの橋 ログ撮影

624 6～7 旧樺戸集治監本庁舎 ログ撮影

624 34～43 皆楽公園（ボート/釣り） ログ撮影

0726_27_GH4 P1330126 ～

P1330130

豊ヶ岡駅

0726_27_GH4 P1330367 皆楽公園赤い手すりの橋 タイムラプス（日

中）

0726_32 ０ 皆楽公園日の入り 皆楽公園日の入り

0726_64 0～１ 札比内駅

0726_64 2～18 瓜系植物農家（メロンなど色々） 手振れ有り

0726_64 19 養蜂の箱 UP 手振れ有り

0726_64 20 ～30 メロン箱詰め作業 手振れ有り

0726_64 31～35 スイカ畑 手振れ有り

0726_128 0～2 知来乙駅

0726_128 3～18 萌木パン

0726_128 19 ～25 オムライスのお店？

0726_128 26 ～28 駅（駅名は不明） ログ撮影

0726_128 29～36 首の長い鳥 ログ撮影

0727_32-1 ０ カットしたスイカのイメージ（2 カット）

0727_32-2 0～1 まんじゅう

0727_32-2 ２～14 温泉

0727_32-2 15～19 マグロ・カツオ・鮭の海鮮丼定食

0727_128 0～5 ジンギスカン定食

0727_128 ６ 食事処？のスタッフさんの集合笑顔

0727_128 7～9 月形駅

0727_128 10～21 月形温泉ゆりかご

0727_128 22～39 ガーデンスペース（花など）

0727_128 40～48 メロンスイカイメージカット（切ったりお皿にのせた

り）

0728_01 ０ 駅（駅名は不明）

0728_01 １～21 花農家（ビニールハウス内/作業風景） 手振れ有り
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フォルダ名称 ファイル 内容 備考

0728_01 22～24 ビニールハウス外観 ビニールハウス外

観

0728_01 25～26 月形駅

0728_01 27 ビニールハウス外観

0728_01 27～39 水田や畑の風景

0728_01 40 皆楽公園休憩所外観

0728_02 ０～11 皆楽公園休憩所内観（寄り引きパターン）

0728_03 全て キャンプ場？（2 カット）

0728_04
P1360370 ～

P1360372
月形駅 ログ撮影

0728_04
P1360373 ～

P1360383
皆楽公園花火大会日中お客さんの様子

0728_04
P1360384 ～

P1360408
花火の様子

0728_05 全て 花火の様子

0728_花火ドローン 全て 花火の様子

0729_01 10～11 月形温泉前もちまき小学生の部

0729_EOS 全て 第 35 回つきがた夏まつり（寄り引きパターン）

0729_役場 P_ドロー

ン
全て 町内ドローン空撮（3 カットのみ）

805 全て 皆楽公園水辺と日の出

1009_01 1～2 北海道開拓八代典獄記念碑

1009_01 4～20 付近の森らしき雑景観

1009_01 21～41 北斬寺外観

1009_01 42～46 北斬寺内観（写真資料） 暗い

1009_02 0～10 北斬寺内観（写真資料） 暗い

1009_02 11～47 北斬寺外観

1009_02 48 寺外観

1009_02 49～52 囚人墓地

1009_02 53 監獄死亡者の碑

1010 全て 樺戸博物館（99 カット）

1010_gh4 全て 囚人墓地（8 カット）
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5. デジタルサイネージ機器の選定及び導入に係る実施設計

5-1.デジタルサイネージ機器の選定方針

情報コーナーでは今後来訪者の興味関心を喚起するため、様々な情報発信が必要となる。

また、サイネージを活用にあたっては、今後、段階的な情報の発信・更新や改定が容易に出来

るよう、拡張性を備えた配信システムとすることが望ましい。

情報コーナーで使用するデジタルサイネージの機器について、勘案すべき主な内容は以下のと

おりである。

5-2.デジタルサイネージ整備の提案

5-１の選定方針に沿い、デジタルサイネージの選定を行った。導入するデジタルサイネージは 1 機とした。

月形町の魅力を視覚的に発信しシズル感を重視するため高画質の機器を導入することが望ましい。

導入するデジタルサイネージの仕様案

［サイネージ機器の選定の視点］

l 情報コーナーの位置・スペース及び視認性を考慮し、適切なサイズの筐体を設置する。

l 来訪者の興味関心を喚起するため、段階的な発信や情報の改定が容易な配信システムを検討

する。

導入する機器案（仕様） 65 型 4K 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

※付属部材（壁掛け金具、時刻保持ﾕﾆｯﾄ、USB メモリ）

設置の留意点 l ディスプレイ関連機材が総重量 約３０ｋｇ弱のため、設置する壁面には厚

みのある木材パネルによる補強が必要

l サイネージ専用１００V コンセント必要（常時通電状態電源必要）

l ディスプレイの電源 ON／OFF は施設のスタッフの方が毎日の始業・終業時

にリモコンで ON／OFF する運用を想定。
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6．インフォメーション機能の強化（サイン整備及び多言語標記の検討等）

道の駅開業に伴い、多様な来訪者と道の駅の機能に即したサイン整備や多言語標記のあり方

を検討した。情報コーナーには、デジタルサイネージの他に紙媒体による情報発信ができる掲示

スペースを設け、発信する情報の内容に合わせて活用することが望ましい。ポスター掲示板コー

ナーの中で最も視認のよい壁面を有効活用するため、A1 サイズ 3 枚の掲示を想定した。

国土交通省の『「道の駅」情報提供機能の改善に関するチェックポイント』によれば、「道の駅」

での利用者の動きは、駐車場で降りてトイレへ行き、物産館を見て駐車場へ戻る動線が一般的で

ある。動線をスムーズにし、動線に沿って効果的に情報を伝達するサイン整備が必要である。

情報コーナーは、売店の隣に位置し、立ち寄った利用者の目に入りやすい場所にデジタルサイ

ネージを設置している。

道の駅の利用者は、外国人を含め年代や利用目的も多様な利用者が多く立ち寄ることを想定

し、サインの整備にあたっては次の点に留意しながら強化する。

［外国語標記について］

l 主要な案内サインや説明パネルには、多言語表示を行う。

l 言語は英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓国語の 4か国語を基準とする。

l ピクトグラムなど言語に拠らないコミュニケーションも活用する。

［IT 機器の活用］

l 詳細な説明や解説が必要なもの、説明文が常設出来ない、または更新の可能性があるような箇

所には二次元コードを設置し、スマートフォンなどで説明ページへ遷移出来るようにする。

l 道の駅にはWi-Fi 環境を整備し、来場者が利用できるようにする。


